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◆琴浦自分ごと化会議～町民と考える持続可能な地域交通～
主催 琴浦町（担当課：企画政策課）

日程【第 1回】10 月 25 日（日）13：30～16：30 まなびタウン４階多目的ホール

【第２回】11 月 21 日（土）13：30～16：30 分庁舎２階多目的ホール

【第３回】12 月 13 日（日）13：30～16：30 分庁舎２階多目的ホール

【第４回】2月 6日（土）13：30～16：30 まなびタウン４階多目的ホール

【第５回】3月 6日（土）13：30～16：30 まなびタウン４階多目的ホール

ü バスやタクシーの運転手不足が深刻になるなど、琴浦町においても地域交通をど

のように維持・存続していくかが大きな課題です。

ü 地域における交通のあり方について町民の皆さんが自分自身の問題として捉え、

どうあるべきかを一緒に考えていくため、「琴浦自分ごと化会議」を開催します。

ü 会議は、住民基本台帳より無作為で 1,000人を抽出し、そのうち参加を希望され
た方及び中山間地域の住民やスクールバス利用者（保護者）の約２０名（見込み）

で議論します。

ü 会議は、一般社団法人構想日本にコーディネートを委託し、実施するもので、鳥

取県内では初めての取組になります。

ü 議論の結果は、自分ごと化会議からの提案書という形で町に提出され、令和４年

４月から予定されている公共交通再編の基礎資料とします。

無作為抽出の住民によるまちづくり

「琴浦自分ごと化会議～町民と考える持続可能な地域交通～」

「事業レビュー（事業仕分け）」

●自分ごと化会議

公共交通再編について、町民同士の議論を通じて、提案書を作成し、町

に提出します。

県内初開催の取り組み。

●事業レビュー

受益者、納税者である町民自らが町の事業を評価（仕分け）します。

平成３０年度から実施し、３年目の取り組み。

発信元 琴浦町

担当課 企画政策課 総務課

担当者 住吉康弘 鈴木健治
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◆事業レビュー（事業仕分け）
主催 琴浦町（担当課：総務課）

日程【事前研修】10 月 25 日（日）9：00～12：00 まなびタウン４階多目的ホール

【第 1回】11 月 14 日（土）9：00～17：00 まなびタウン４階多目的ホール

【第２回】11 月 21 日（土）9：00～12：00 分庁舎２階多目的ホール

主 催 琴浦町（担当課：総務課）

ü 人口減少・少子高齢化による社会・財政構造などが変化する中、行政は引き続き

質の高い住民サービスを提供する必要があります。

ü これまでの事業評価では、行政内部、議会、外部有識者が事業仕分けを行うもの

が多い中、このたび取組は、実際の受益者かつ納税者である町民評価員が事業を

評価します。

ü 町民の評価は、「貴重な自分たちの税金をどう使うのか」という住民視点（自分ご

と）として評価される重要な評価・意見となります。

ü 事業レビューは、住民基本台帳より無作為で 2,000人を抽出し、そのうち参加を
希望された方、約３０名（見込み）の町民評価員で議論します。

ü このたびの事業レビューで仕分けする事業については、１０月２５日に開催の町

民評価員向けの事前研修にて発表します。



琴浦 町民と考える
持続可能な地域交通 琴浦町

何をするの？
町の現状と課題を町民と共有し、町民自らが課題について「自分のこと」として考え、
話し合うことで、解決策を考えていきます。このたびは、「交通」をテーマに持続可能な
地域の交通について話し合います。
会議は、中山間地域での公共交通の利用関係者に加え、無作為で抽出した町民に
も参加を依頼することで、これまで行政に関わる機会が少なかった方の意見を引き出し
ながら、様々な角度から議論を深めます。

話し合った意見はどうなるの？
自分ごと化会議で話し合った内容は、提案書として取りまとめ、町に提出します。
町は、提案書の内容を踏まえ、これからの交通のあり方について具体的に検討します。

会議の流れは？
日程 内容 会場
第１回　10/25（日）
13：30～16：30

【参加者研修】自分ごと化会議の目的、進め方の説明
参加者の自己紹介、町の交通の現状説明

まなびタウンとうはく
4階多目的ホール

第２回　11/21（土）
13：30～16：30 町の交通に関する課題、議論すべき項目の整理 分庁舎

2階多目的ホール
第３回　12/13（日）
13：30～16：30 町の考える交通再編計画（案）について意見交換 分庁舎

2階多目的ホール
第４回　2/6（土）
13：30～16：30 地域に必要な交通について意見交換 まなびタウンとうはく

4階多目的ホール

第５回　3/6（土）
13：30～16：30

【提案書作成】これまでの議論の内容を集約
提案書の作成　　　　　　　　　　　　　　町に提出

まなびタウンとうはく
4階多目的ホール

参加者の役割は？

提案書の内容は、令和４年からの交通再編計画に反映させていきます。
地域の将来に必要な交通について一緒に考えてみませんか。

①住民参加者 テーマの現状を把握し、普段の生活から感じることを住民間
で議論します。

②コーディネーター(進行係) 会議の進行役です。議論の整理や事実関係を確認します。

③ナビゲーター(外部有識者) 議論を行う際の論点の提示役です。専門的視点から意見
や提言を行います。

④オブザーバー(交通事業者) 交通の現状や利用者の声など事業者からの意見を述べま
す。

⑤町職員 議論の材料となる情報を提供します。



琴浦町内の交通の現状と課題

町が運営するコミュニティバスで、日
ノ丸自動車(株)、(株)田中商店
の2社に運転を委託しています。
○主な利用者
　中学生（通学）
　高齢者（通院・買物）
○運行路線　６路線（図１）
　野井倉線、福永線、
　上法万線、上中村線、
　船上山線、琴浦海岸線
○その他
上中村線の乗車には、事前予約
が必要となります。また、一部の便
はスクールバスとの共同運行となっ
ています。

人口減少と高齢者の自家用車普
及を背景に、｢ことうらバス｣の利用
者は、年々減少し続けています。
反対に、ドライバー不足による人件
費の高騰もあり、運行経費は増え
ています(図２)。このままでは｢こと
うらバス｣を維持していくことは大変
難しい状況です。
現在、町では効率的な運行のため、
スクールバスとの統合など交通全
体の見直しを進めています。

図２

4,697万円 4,914万円 4,887万円 4,989万円
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80,919人

75,282人
71,020人

62,232人

ことうらバス運行経費と
年間利用者の推移

町内の交通の現状

ことうらバスの抱える課題

公共交通空白地

公共交通空白地にお住まいで自家用車の運転ができない方
には、タクシー料金の助成制度を設けています。
助成額：タクシー利用料金の1/2　72回まで

図１
ことうらバス

日本交通(株)により、常時2～3
台体制で運行しています。
営業時間　6：30～25：30
※現在は20：00に短縮営業中

スクールバス

船上小学校と聖郷小学校の生徒
の送迎のため、計４台のスクール
バスを運行しています。
H31年度経費：3,052万円

タクシー



「事業レビュー」 では、 「町民評価員」 は何をするの？
 町職員から事業の説明や、外部有識者の意見などを聞いて、最終的に町民のみ
なさんに琴浦町では、その事業がどうあるべきか（ありたいか）を評価していた
だきます。
＜事業レビュー当日の流れ＞　※１事業あたり１時間程度

「事業レビュー」って？

 今後、人口減少などにより、町の収入は減る見込みですが、住民サービスの質
は高めていかなくてはいけません。
 そのためには、限られた収入の中で、住民サービスを効率的・効果的に行うた
め、まちの仕事(事業)の見直しが必要となっています。事業の見直しは、廃止や
縮小をすることだけでなく、事業を充実させる見直しも必要です。
 事業レビューでは、公開の場で町民のみなさんから事業の評価をいただき、そ
の評価をこれからの事業の見直しに反映させます。

琴浦町事業レビューを行います 琴浦町

④ 結果発表
  ●評価シートを回収し、取りまとめたうえで、その場で結果を発表します。
  ●町民評価員の評価に添えられた意見や感想を紹介させていただきます。

③ 議論を聞いた「町民評価員」が事業のあり方を判定（評価）
　　●最終的に判定（評価）するのは、町民のみなさんです。
　　●議論を聞き、町民として事業をどうしていく方が良いのか判定していただきます。
　　●最終的に判定するために必要な質問などを行っていただきます。

② 外部有識者が外部の視点からチェック、議論
 ●外部有識者より町職員へ質問などを行い議論を行います。
 ●議論は、町民のみなさんが事業を評価する際のポイントとなります。

① 事業の説明

 ●町職員が事業の目的や内容を説明します。

判定（評価）の例 判定（評価）の理由例

（１） 不要 〇税金を使う必要なし
○事業の効果が無い（逆効果）
〇事業の目的がすでに達成されている

（２） 見直し 〇事業の手法を大きく見直すべき
○効果があるため、より注力すべき
〇継続すべきだが規模を縮小すべき
○民間に委託するべき

（３） 現行通り 〇大幅な見直しは必要ない



昨年度の事業レビュー参加者のご感想（アンケート結果より）

事業レビュー本番までの流れ　（予定）
10/5(月)〆切 町民評価員の募集

10/25(日)
　　9:00～12:00

町民評価員事前研修会　（会場：まなびタウンとうはく）
　●事業レビューの目的や方法などの研修
　●模擬の事業レビューによる本番の流れを確認
　　　　※模擬では、実際の琴浦町の事業をテーマに行います。
　　　　※事前研修に、参加できない場合でも、レビュー本番の参加は可能です。

11/14(土)
　　9:00～17:00

事業レビュー　【１日目】　会場：まなびタウンとうはく　多目的ホール
　５事業

11/21(土)
　　9:00～12:00

事業レビュー　【２日目】　会場：赤碕地域ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ(分庁舎)　多目的ﾎｰﾙ
　２事業

Q  町民評価員をやってみた感想は
  いかがでしたか？

Q  事業レビューで何を期待しますか？
   ※複数回答可 

アンケートに添えられた意見

○町政を少し自分ごととして考えるきっかけ
 となった。
○税金の使い方と様々な事業内容を知れて良
 かった。
○役場には、今回の結果を受けて、動けると
 ころから動いて欲しい。
○事業の意義や効果をしっかり考えながら仕
 事をして欲しい。
○町レベルにとどまらず、各地域でも差し
 迫った地域の実情について、みんなで話し
 合いたいと思った。
○町民でありながら、知らないことが多いこ
 とに気付いた。参加されたことの無い方
 も一度参加されたら良い経験になる。

（写真）　令和元年度事業レビューの開催状況

※ 「１日目」、「２日目」のいずれか参加が可能な日にご応募ください。（両日の参加も可）
※ 対象事業は、町民評価員事前研修会でお知らせいたします。

［単位：人］

［単位：人］


